
SNSで宣伝していませんか？
SNS別活用術

FB・TWでシェア・RTしてもらうための方法

SNS連携



� SNSを活用する上で最も必要な事は
「コミュニケーション」

� 全てにおいて必要なものは「ファン」の獲得です。
具体的に「ファン」と言うのは、企業であれば商品、団体で

あれば活動に対して共感し、応援して下さる存在。

ファンを獲得するためには宣伝よりも、ユーザーが満足す� ファンを獲得するためには宣伝よりも、ユーザーが満足す
る情報を提供すること。

� イベントの告知やキャンペーン案内では、情報自体は発
信できますが、拡散性が望めません。

� ファンを獲得するためには、ユーザーにとって利益のある
情報を発信することが情報発信としての活用の近道となり

ます。



� ブログサービスは検索エンジンの上位検索を目指します。

� 上位に表示される条件
・更新頻度 ・閲覧数 ・関連するキーワード ・記事の量

・被リンクを増やす ・ジャンルランキング等に登録する など

� ブログ作成時のテクニック
目的に会ったサービスを使用（地域・ジャンル・分野など）目的に会ったサービスを使用（地域・ジャンル・分野など）

タイトル・サブタイトルはわかりやすく

内容と合わせたデザイン・テンプレートを使用

� 記事投稿時のテクニック
記事タイトルは短くかつ内容が分かるように

画像を効果的に使って記事を読みやすく

画像にもコメントを入れておく

ホームページ等がある場合は最下部などに毎回リンクを設置



� タイトルで内容が把握できる

� 子供たちが楽しそうに遊んでいる楽し
そうな写真

� 簡潔にまとまった内容

� 目的の場所に誘導する為のリンク

� キーワードで、検索エンジンへの対策



� Twitterではリツイートを増やす事を目的にします。
リツイートを増やすためには、興味のあるフォロワーを増やす事が必要です。

� フォロワーを獲得する為に

ユーザーをフォローをすればフォロワーはある程度増えますが、興味のない

人にリツイートはしてもらいにくいです。また、過度のフォローはスパムとして

扱われる事があり、アカウントの凍結などにもなります。

関心の高いユーザーにフォローしてもらうには来てもらいたいユーザーの興

味がある内容を投稿することでフォローしてもらえます。

大事な事は、ユーザーの数よりも質です。

� Twitter投稿のテクニック
ハッシュタグ（＃）を使う事により、興味のあるユーザーに見つけてもらえます。

例 情報発信講座なう #長浜市
例の文を投稿すると、長浜市のキーワードでTwitter内で検索されやすくなり、
長浜市の事を知りたいユーザーに見つけてもらいやすくなります。





� 実名での登録となるので信頼性の高い情報発信と拡散が可能。
公式ページを作成し、いいね・コメント・シェアを増やす事が目的

� 情報発信を行うには、個人アカウントと別に公式アカウント（FBページ）を利
用する。

Twitter同様、いいね！は数より質。フォロワーほど簡単に増えないがその
分価値は大きい。

� 投稿のテクニック� 投稿のテクニック
写真の割合が大きいのでアイキャッチにこだわる。

タグ付け機能を利用して、多くの人に拡散できる（タグ付けは事前に了承を

得る）

FBページのインサイト（解析）を分析してユーザーに合わせて投稿する。
親近感のある投稿をするといいね・コメントがもらいやすい。

記事を投稿する場合は「ノート」機能を使うと検索エンジン対策になる。

� 1つのアカウントで管理人を複数作れるので管理の負担が少ない。





� SNSではSNS同士の連携が可能ですが、SNS毎にユーザーの
興味・関心などが違います。

また、SNSの使い方も異なるので連携を行う場合注意が必要で
す。

ブログを更新したらTwitterに連携するなどは便利でいいです
が、

Twitter 1 10 Facebook
が、

Twitterで1日10回投稿するものをFacebookに連携すること
は避けた方がいいでしょう。

Facebookユーザーはタイムラインが流される事を嫌う傾向に
あります。

� 冒頭にもお伝えしましたが、普段からのコミュニケーションで興
味を持ってもらう事がインターネットを使った情報発信時に効果

を発揮します。



� 定期的な更新を行う。
情報は新鮮さが命！些細なことでもいいので常に情報の発信を。

� 正しい時間に更新をする
見てもらいたい人が見ている時間に投稿する。

� 効果的に画像を使う。
アイキャッチ画像を使用して興味を惹きます。アイキャッチ画像を使用して興味を惹きます。

� 文章を簡潔にまとめる。
長い文章よりも3行程度の短い文章の方がリアクション率が高い。

� 情報の鮮度を意識する
知らなかった事や新しい事は反応しやすいです。

� 軽い呼びかけを行う。
役に立ったらシェアしてください。などの文章を加える。


